赤 沢 医師の 経営す る 私立 脳 病院 は、 M 市の 郊外に 近 

あかつち やま 

い 小高い 赭土 山の 上に こん もりした 雑木林 を 背景に、 

火葬場へ 行く 道路 を 見下す ようにして 立 つてい るの だ 

が、 それ はもう かなり 旧式の 平屋 建で 立って いると 云 

うより は、 なに か 大きな 蜘蛛で も 這いつ くばった とい 

う 形だった。 

全く、 悪い こと は 続けて 起る と はうまい こと を 云つ 

たもので、 今度の ような 世に も 兇悪 無惨な 惨事が もち 

あがる 以前から、 もう 既に 赤 沢 脳 病院の 朽ち かけた 板 



本名が あるの だが、 ここで は 特別な 呼名 をつ けられて 

いた。 即ち 「トン トン」 と 云う の は 一号 室の 男で、 毎 

日 病室の 窓に よりかかって は、 火葬場へ 行く 自動車の 

行列 を 眺めたり、 電柱の 鴉 を 見詰めたり しながら、 絶 

えず 右足の 爪先で 前の 羽目板 を トン トンと 叩く 癖 を 

持って いた。 この 癖 は 非常に 執拗で、 だから 「トン ト 

ン」 のい つも 立って いる 窓の 下の 畳の 一部 は、 トン ト 

ン とやる 度 毎の 足 裏の 摩擦で ガサ ガサに 逆毛 立ち、 

bl-T'u まじ 

薬研の ように 穿 くれていた。 

二号 室の 男 は、 (断って 置く が、 患者が 少く なって か 

ら 各室に 散在して いた 三人の 狂人 は、 なにかと 看護の 



まと 

便宜上 最も 母屋に 近い、 一、 二、 三 号 室に 纏めて 移さ 

れ、 四 号 室から 残りの 十一 一号 室まで は 全部 空室に なつ 

ていたの だ。) さて 二号 室 は 「歌姫」 と 呼ばれ、 いい 髯 

面の 男 だてら に 女の 着物 を 着て 可憐な ソプラノ を張リ 

あげ、 発狂 当時 覚えた ものであろう 古臭い 流行歌 を 夜 

昼な しに 唄いつ づけて は、 われと わが 手 を パチパチ 叩 

いて アン コー ル への 拍手 を 送り、 送った かと 思う とケ 

タケ タと 意味 もな く 笑い出し たりした。 

次に 三 号 室 は 「怪我人」 と 呼ばれ、 決して どこも 怪 

みず 

我 をして いる わけで はない の だが、 自 から 大 怪我 をし 

たと 称して 頭から 顔 いっぱいに 繃帯 を 巻き、 絶対 安静 



急報 を 受けた M 巿の 警察署から、 司法 主任 を 先頭に 

一 隊の 警官 達が 赤 沢 脳 病院に 雪崩れ込ん だの は、 それ 

から 一 一十 分 も あとの ことだった。 

司法 主任 吉岡 警部補 は、 すっかり 上って しまった 鳥 

山 宇吉から 一 通りの 事情 を 訊きと ると、 取りあえず 部 

下の 警官 を 八方に 走らして、 脱走した 三人の 狂人の 捜 

索 逮捕 を 命じた。 

間もなく 検事局の 連中が やって来 ると、 直ちに テキ 

パキ した 現場の 検証 や、 予審 判事の 訊問が 始まった。 

宇吉、 赤 沢 夫人、 女中の 三人 は、 気 も 心 も 転倒した と 



—— いったい 狂人の 気持と して、 こんな 場合、 隠れ 

るだろう か？ いや、 もし 隠れる としたら、 いったい 

どんなと ころへ 隠れる だろう か 9 そうだ、 こい 

っァ 一 寸 専門家でなくて は 判らない。 

ひ る 

正午に なっても 吉報がない と、 主任 は 決心して 立 

上った。 そして 本部 を巿 内の 警察署に 移し、 留守 を署 

長に 預ける と、 赤 沢 病院と は 反対側の 郊外に ある、 巿 

立の 精神病院へ やって来た。 

乞に 応じて 院長の 松 永 博士 は、 直ぐに 会って くれた。 

「ひどい こと を やった もんです ね」 



遣われ るんで すよ」 

「 …… 判りません が …… どう 云う わけで 9 」 

主任 は六ケ 敷そう に 顔 を 赭 めた。 

「なんでもないで すよ」 と 博士 は ニヤ リと 笑いながら、 

「 …… これ は 私が、 薬屋から 聞い たんです が、 なんでも 

あの 赤 沢さん は、 最近 ひどく 憔悴して、 患者 を 叱る 時 

に 『脳味噌 をつ め 替えろ』 と 云うよう な 無謀な 言葉 を 

よく 使われた そうです ね」 

「それです。 それが 動機なん です」 

「待って 下さい。 …… それで、 私の 一、 二度 耳に した 

限りで は、 確か 『脳味噌 をつ め 替えろ』 で、 『脳味噌 を 



とれ』 ではなかった と 思います。 いいです か、 『つめ 替 

えろ』 と 『とれ』 とで は、 大分 違います よ」 

「 …… ハァ …… 」 

主任 は 判った ような 判らぬ ような、 生返事 をした。 

博士 は 尚 も 続けた。 

「ね。 馬鹿 は 馬鹿な りに、 それ 相応の 理解力が あるん 

です よ。 『脳味噌 をつ め 替えろ』 と 云われて、 利 巧な 人 

の 脳味噌 を 抜きと つた 男が、 それから、 いったいなに 

をす ると 思います 9 」 

「 …… 」 

主任 は、 無言のう ちに 愕然とな つて 立 上った。 そし 



をしながら、 それとなく 鋭い 眼で 相手の 身体 検査 をす 

るら しかった が、 直ぐに 向き 直って 司法 主任へ 云った。 

「この 男 は 犯人ではありません。 どこに も 血が ついて 

いません。 あれ だけの 惨劇 を 狂人が しでかして、 こん 

なに 綺麗で いる 害はありません。 …… やはり 共犯で は 

なく、 残りの 二人のう ちの 誰かが やつたん でしよう。 

とにかく、 この 男 は、 もう 元の 住家へ 返しても よろし 

い」 

そこで 博士の 指図 通り、 「歌姫」 は 無事に 赤 沢 脳 病院 

へ 連れ戻されて 行った。 

そして 司法 主 in は、 残る 「トン トン」 と 「怪我人」 



の 捜査に 全力 を 注ぎ はじめた。 

ところが、 それから 一時間と しない 内に、 松 永 博士 

の 恐ろしい 予言が 、 とうと う 事実と な つ て 報告 さ れ て 

来た。 

それ は —— M 巿の 場末に 近い 「あづま」 と 呼ぶ 土工 

相手の 銘酒屋の 女将が、 夜に 入って、 銭湯へ 出掛けよ 

うとして 店の 緦 暖簾 を 分け あげた 時に、 暗い 道路の 向 

うから よろよろと やって来た 男が あつたが、 近付く の 

を 見る と 女将 は キヤ ッと声 を 上げた。 着物の 前 を はだ 

けた 中年の 男で、 顔 中 血 だらけに して 両の眼 を 異様に 

据えつ けた まま、 お 地蔵 様の ように 捧げた 片手の 掌の 



恰度 その 頃、 松 永 博士の 所謂 「興奮の 鎮まって 腹の 

空く 時期」 とで も 云う のが やって来た のか、 市内 を 縦 

貫して いる M 川の 附近で、 もう 一 人の 狂人が 捕えられ 

た。 

顔から 頭へ かけて 繃帯 をグル グル卷 きにした 「怪我 

人」 で、 恰度 「歌姫」 が 出現した 時の ように ふらふら 

と 橋の 上へ 立 現われて、 ひどく 弱り切った 風情で 暗い 

水面 を靦 きこんで いた。 それ を 通行人から 報せ を 受け 

せみ 

た 警官が、 蟬を つかまえる ようにして 捕えた の だ。 「怪 

我人」 は 「歌姫」 と 違って 少しば かり 抵抗した。 が、 

直ぐに 大人しく なって 本署へ 連れて行かれた。 



「 …… ゥぁ— い …… 」 

と 叫び声が 聞え て 来た。 

「どうした— ッ」 司法 主任が 思わず 声 を 張り あげ た 。 

すると 続いて 向う の 声が、 

「主任です かァ 9 ここにお リ ます。 死んで おり ま 

す— 」 

こちらの 二人 は 一 目 散に 龃 けだした。 

間もなく 警官の 立 つ ている ところまで 龃 けつけ ると 

主任 は そこで、 とうとう 恐ろしい 場面に ぶ つか つ てし 

まった。 

線路の 横にぶ つ 倒れた 「トン トン」 は、 恰度 レ— ル 



を 上げる と、 

「そうだ、 やっぱり 待って 下さい。 …… 貴方 はい ま、 

結末、 と 云われ ましたね 9 …… いや どうも、 私 は、 飛 

ん でもない 思い違いをし たらしい …… 主任さん。 どう 

やら まだ、 結末で はなさ そうです よ」 

「な、 なんです つて？」 

とうとう 主任 は、 堪 りかね て 詰めよ つた。 すると 博 

士は、 主任の 剣幕に はお 構いな く、 再び チラ ッと 「ト 

ン トン」 の 屍骸 を 見やりながら、 妙な こと を 云った。 

「ところで、 赤 沢 院長の 屍体 は、 まだ あの 脳 病院に 置 

い てあります ね？」 



くて 凹まない。 どうやら 大きな 胼 きらしい。 博士 は、 

お や さ き 

今度 はもう 少し 足 を 持ち あげて、 その 拇指の 尖端 を 灯 

の 前へ 捻じ 向ける ようにした。 灯に 向けられた その 拇 

指 は、 だが なんと、 大きく 脹れ あがって、 軽石の よう 

にコ チコ チだ。 

途端に 宇吉が、 蠟燭を 落した。 

不意に あたりが 真暗に なった。 そして その 真ッ 暗な 

闇の 中で、 泣く とも 喚く とも 判ち ぬ 世に も 恐ろしげ な 

宇吉の 声が、 

「 …… ゥぁ ああ …… そ、 それ ァ、 『トン トン』 の 足で 

すゥ— J 



帯 を 目標に、 二十 貫の 主任の 巨軀 が、 そっちへ ガウン 

と 〔# 「ガウンと」 は ママ U ぶっかって いった。 

はめ 

「怪我人」 は 直ぐに 捕えられた。 手錠 を 嵌られる と、 

不貞腐れて その 場へ ベ タンと 坐り込み、 まるで 夢で も 

見た ように、 妙に 浮かぬ顔 をして 眼 を パチパチ やり 出 

した。 

松 永 博士 は、 腰 を 揉みながら 立 上る と、 片手で ズボ 

ンの塵 を 払い 払い、 

「私 は、 格闘した の は、 これが 始めて です」 

司法 主任 は、 とうとう 堪 りかね て、 

「いったい、 こ、 これ ァ、 どうしたと 云 うんです？」 



(「新 青年」 昭和 十 一 年 七月 号) 
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